
　我 の々使命は、新たな環境認識のもとに、
人と自然との関係を科学的、芸術的に把握し、

環境と調和・融合した新しい秩序づくりに積極的に挑戦することによって、
安全で豊かな環境の創出、

すなわち、「みどりの環境文化」の形成に寄与することです。

1

ランドスケープアーキテクチャーの専門家集団
我々は、日本におけるランドスケープアーキテクチャーの思想と技術を

継承し、発展させるために組織された専門家集団です。

2 

新しい技術の開発と研鑽
我々は、来たるべき21世紀の社会に対する責任を十分認識し、

技術の高度化と多様化に対応した新しい技術の開発と研鑽を推進し、
技術競争の時代に対応します。

3

社会的信頼を獲得
我々は、社会的倫理観のもとに、公正な技術競争を通し、

内外の要請にも応えられる自立した職能として社会的信頼を獲得すべく行動します。

4

開かれた技術団体
我々は、内外の関連技術者との交流を通して、協調関係を積極的に推進し、

多様な価値観を内包する開かれた技術団体として広く展開します。

5

魅力ある創造的職能
我々は、経営体質の向上と安定を図ることによって、魅力ある創造的職能として

広く社会から信頼されることをめざします。

平成7年5月
「新しい環境文化の創造　─造園コンサルタントビジョン─」より

一般社団法人ランドスケープコンサルタンツ協会
基本理念

設立50周年、法人化30周年を迎えて

　一般社団法人ランドスケープコンサルタンツ協会（CLA）は、任意団体として設立されてから50周
年、また、社団法人となってから30周年を迎えることができました。
　これは協会会員の努力もさることながら、国土交通省をはじめ多くの方々に、さまざまなご支援を戴き
ました賜物と深く感謝申し上げます。
　CLAの前身である、造園設計事務所連合が設立された1964年は、第18回オリンピック東京大会が
開催された年でした。第二次世界大戦の終戦から約20年、日本が経済復興を成し遂げ、都市整備や環
境整備に大きな関心がもたれ始めた頃で、公園・緑地も本格的に整備が進め始められた時代でした。
　CLAは設立から、日本造園設計事務所連合（1967）、日本造園コンサルタント協会（1980）、社団法
人日本造園コンサルタント協会（1985）、社団法人日本造園コンサルタンツ協会（1998）、社団法人ラン
ドスケープコンサルタンツ協会（1999）、一般社団法人ランドスケープコンサルタンツ協会（2010）と時
代により名称を変更してきましたが、各時代において、社会により良い公園・緑地を提供すべく、計画・
設計に留まらずランドスケープ界の発展に寄与してまいりました。
　また、ランドスケープコンサルタント業の地位向上にむけても、種々の活動をしてきております。1966

年に作成を開始した「造園設計業務報酬規程」は適宜改正を行い、現在では「ランドスケープコンサル
タント業務における標準業務・報酬積算ガイドライン」として関係機関で多く活用されています。1968

年に発行を始めた、造園設計事務所連合の機関紙「ランドスケープジャーナル」は現在、「CLA 

journal」として、1985年に創設した「造園コンサルタント協会賞（現 CLA賞）」を中心に掲載しCLAの

広報を行っています。
　2000年には、CLAの職能を明確にし国際的にも通用する資格をつくるべく、「RLA資格制度総合管
理委員会」を発足させ、「登録ランドスケープアーキテクト（RLA）」の資格制度を創設しました。この資
格は、昨年度より国土交通省が施行した民間資格登録制度の造園分野の調査・計画設計業務に登録
する予定となっております。
　設立から50年、名称変更が示すようにCLAの業務は、造園設計からランドスケープコンサルタントへ
と維持管理、運営まで統括したコンサルタント業に拡大されてきています。
　少子高齢化が進み人口減少を迎えている時代、コンパクトシティに対応したランドスケープデザイン
が求められています。都市構造も大きく変わります。公園緑地を含めたランドスケープデザインも大きく
変化していくものと思われます。
　CLAは時代の流れを的確に捉え、これからの50年、100年に向け活動を続けてまいります。今後と
も、関係各位のより一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

2015年 5月
一般社団法人ランドスケープコンサルタンツ協会
会長　枝吉 茂種

Consultants of Landscape
Architecture in Japan

ランドスケープコンサルタンツ協会の概要

一般社団法人ランドスケープコンサルタンツ協会は、
ランドスケープコンサルタント業の健全な発展を図り、
ランドスケープ技術の向上ならびにランドスケープに関する知識の普及を推進し、
みどり豊かで快適な生活環境の形成に資することを目的として以下のような活動をしています。 

●ランドスケープコンサルタント業務の技術開発と向上に関する調査、研究 
●ランドスケープコンサルタント業務に関し、関係官公庁の施策等に関する提案など 
●ランドスケープコンサルタント業務に関する諸事業への協力並びに国際交流の促進 
●ランドスケープコンサルタント業務の指導及び受託 
●ランドスケープコンサルタント業務に関する普及啓発 
●講演会、研究会、研修会、見学会等の開催 
●ランドスケープコンサルタント業務に関する資格の認定及び登録
●ランドスケープコンサルタント業務に関する資料等の収集、提供 
●その他本会の目的を達成するために必要な事業 

一般社団法人
ランドスケープコンサルタンツ協会

一般社団法人 ランドスケープコンサルタンツ協会
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組織

〒103-0004　東京都中央区東日本橋3-3-7　近江会館ビル8F
TEL：03-3662-8266　　FAX：03-3662-8268
HP：http://www.cla.or.jp　e-mail：info@cla.or.jp
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1964 1974 1984 1994 2004 2014
昭和39（1964）年3月 任意団体造園設計事務所連合発足（渋谷区神宮前1-16-4）

昭和42（1967）年5月20日 任意団体日本造園設計事務所連合（会長─佐藤昌）に改組
昭和49（1974）年 関西支部設立
昭和55（1980）年6月1日 任意団体日本造園コンサルタント協会に改称
昭和56（1981）年11月18日 関東支部設立
昭和56（1981）年 九州支部設立

昭和59（1984）年4月 事務所移転（東京都千代田区平河町2-16-6 第3工業ビル）

昭和60（1985）年4月1日 社団法人日本造園コンサルタント協会（建設省許可）
昭和61（1986）年5月21日 会長に小形研三就任
昭和61（1986）年7月15日 機関誌「LCジャーナル」創刊
昭和63（1988）年5月24日 会長に小林治人就任
昭和63（1988）年6月9日 中部支部設立
平成3（1991）年6月14日 北海道支部設立

平成7（1995）年5月25日 「新しい環境文化の創造─造園コンサルタントビジョン」発行
平成10（1998）年5月21日 会長に杉尾伸太郎就任
平成10（1998）年7月15日 定款改正に伴い、社団法人日本造園コンサルタンツ協会に名称変更（建設大臣認可）
平成11（1999）年6月24日 定款改正に伴い、社団法人ランドスケープコンサルタンツ協会に名称変更（建設大臣認可）
平成11（1999）年6月 「みどりの環境文化の創造─ランドスケープコンサルタンツアクションプラン21」発行
平成13（2001）年6月22日 東北支部設立

平成16（2004）年4月 登録ランドスケープアーキテクト（RLA）資格制度創設
平成16（2004）年5月20日 会長に大塚守康就任
平成18（2006）年3月 「法人化20周年記念誌～造園設計事務所連合からのあゆみ～」発行
平成18（2006）年6月12日 事務所移転（東京都千代田区一番町9-7 一番町村上ビル）

平成22（2008）年4月 「緑豊かな環境文化の創造と発展
  ─ランドスケープコンサルタンツ協会・新ビジョン─」発行
平成22（2008）年8月9日 事務所移転（東京都中央区東日本橋3-3-7 近江会館ビル）

平成24（2010）年3月21日 内閣総理大臣より一般社団法人ランドスケープコンサルタンツ協会認可
平成24（2010）年4月1日 一般社団法人ランドスケープコンサルタンツ協会移行登記
平成24（2010）年5月30日 会長に枝吉茂種就任
平成25（2011）年8月3日 一般財団法人日本造園修景協会と事務所共同利用開始
平成26（2012）年1月15日 建設コンサルタント登録（造園部門）建26-10108
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❶入谷町南児童公園
　出典：ランドスケープ現代史 概報 vol.1

❷草加松原団地
　出典：ランドスケープ現代史 概報 vol.1

❸羽衣公園

❹美竹公園
❺近代造園研究所　作品集
❻代々木公園コンペ
❼日本万国博覧会日本庭園

❽海洋博記念公園温室
❾飛鳥歴史公園
10港北ニュータウンせせらぎ公園
11つくば洞峰公園
12多摩中央公園

13国営昭和記念公園
14国際花と緑の博覧会
15みちのく杜の湖畔公園
16千葉見浜園
17東京ディズニーランド
18梅小路公園朱雀の庭
19呉市蔵本通り造園設計
20関越道赤城高原SA

21新潟県立植物園
22東はりま水辺の里
23横浜ズーラシア実施設計
24鎌倉緑のマスタープラン

30愛・地球博
31アイランドシティ中央公園
32あさひ苑
33多摩平団地
34都市防災公園にかかる
　一連の調査および計画・
　設計技術の体系化
35丸の内パークビル
36ギャザリア ビオガーデン

25十勝・千年の森
26兵庫県立淡路景観園芸学校
　インストラクター派遣（授業風景）
27ジャパンフローラ2000
　百壇苑
28なんばパークス 
29しずおか国際園芸博

パリ・ラヴィレット公園コンペ
（ランドスケープ 32・33表紙）
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出版物リスト
ⓐ機関誌「ランドスケープジャーナル」創刊号（目次）ⓑ「ランドスケープ」創刊ⓒランドス
ケープデザイン72ⓓランドスケープデザイン72-77ⓔランドスケープデザイン77-85 ⓕ
都市緑化推進計画の手引ⓖLCジャーナル創刊号ⓗEXPO90 国際花と緑の博覧会 花
博の会場計画とデザインⓘ新しい環境文化の創造　造園コンサルタントビジョンⓙ
monitor messeⓚみどりの環境文化の創造　ランドスケープコンサルタンツアクションプ
ラン21ⓛみどりが都市をつくる─CLAからのアピール─ⓜRLAポスターⓝ法人化20周
年記念誌ⓞ美しい景観まちづくりⓟ2020オリンピック招致に向けたランドスケープ提言
ⓠ身近な公園再生ⓡランドスケープによるふるさとの防災と地域再生ⓢ都市公園安全安
心対策に関する調査・計画　標準業務報酬積算ガイドラインⓣランドスケープコンサル
タント業務における標準業務・報酬積算ガイドライン

初代会長　佐藤 昌

第2代会長　小形 研三

第3代会長　小林治人

第4代会長　杉尾伸太郎

第5代会長　大塚守康

ⓐ ⓑ ⓒ ⓓ ⓔ

ⓕ ⓖ ⓗ
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第6代会長　枝吉茂種


